
は じ め に 

             学校長 吉川 はる奈 

うららかな春を感じさせる２月６日土曜日、令和２年度 埼玉大学教育学部附属特別支援学校 

第 49 回特別支援教育研究協議会は、初めてのオンライン開催として、無事終了することができ

ました。本日はここに、研究集録をお届けいたします。多くの方々の日頃のご指導とご支援に感

謝申し上げます。 

ご存知のとおり、今年度は誰もが、終始、コロナ対応に追われた 1 年となりました。初めての

オンライン開催として、本校三浦駿介研究主任を中心に、小学部、中学部、高等部全教員が準備

をすすめてまいりました。初めての開催準備ということで、途中のプロセスは見えない出口とコ

ロナ禍での学校運営の調整等も相まって、大変な作業となりました。 

そのような中で研究協議会のコンセプトは「オンラインを活かしたオンライン協議会としての

試み」で「学びあう機会、つながり合える機会、研究の発信の重要性を体感しあう機会」とする

ことを目指していました。準備過程では、メンバーが意見しあい、議論しあい、励ましあい、時

に無口になり、また声をかけあいの連続で、そしてむかえた当日、最終ステージは晴れやかなプ

ロ集団の顔が並んでいました。あっぱれです。 

 本研究集録は、その一部ではありますが、皆様との共有の材料として、お届けするものです。 

今回、研究協議会の事前、事後に資料映像配信をしたところ、参加者からは、限られた自分の時

間で視聴できた、再確認できた、事前視聴できた、という声を多くいただきました。オンライン

開催でのメリットの部分かと思います。研究集録もまた、再確認、複数確認、好きな時間で自分

のペースで確認できる資料としてご活用いただけます。どうぞ、じっくりお目通しいただき、で

きれば、ご意見、ご感想など、ご教示いただけますと幸いです。 

 本校は「子ども達の自立と社会参加を目指した、体験的な学習」を重視しております。平成 28

年度より、学校研究として「一人一人が力を発揮し、活躍する授業づくり―実態把握からの目標

設定と、評価のフィードバックを通して―」をテーマに取り組んできました。研究協議会ではそ

の総括をお伝えしたところです。 

今年度はコロナ禍での学校運営となりましたが、制限の中でも工夫しながら、新たな方法、取

り組みも見出しつつ、1 年を進めてまいりました。あらためて学校教育の原点に立ち返り、特別

支援教育に携わる多くの先生方とともに子供たちが『力を発揮する授業』『積極的に学習に取り

組み、活躍する授業』。そのような授業を常に目指していきたいと思います。 

結びに、ご指導いただきました埼玉大学教育学部特別支援教育講座および教育実践総合センタ

ーの先生方、また研究協議会の開催にあたり、ご支援いただきました埼玉県教育委員会、さいた

ま市教育委員会、埼玉県連合教育研究会、埼玉県特別支援教育研究会、埼玉大学坂井学長、薄井

教育学部長はじめ関係の皆様、何よりご参会下さったみなさま、そして本校研究主任はじめ、研

究係他全教職員にも感謝いたします。 
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研究テーマ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校が目指すのは、自己実現を目指して物事に積極的に取り組み、 

生き生きと社会生活のできる児童生徒を育成することである。 

そのためには、「よりよい授業づくり」が重要だと考えている。 

では、「よりよい授業」とはどのような授業だろうか。 

「よりよい授業」を実現するためには何が必要なのであろうか。 

 

本研究では、「よりよい授業」を 

「児童生徒の一人一人が力を発揮し、活躍する授業」と捉えた。 

そして、一人一人が力を発揮し、活躍するために、 

「個別の指導計画の目標をどのように設定し、授業においてどのように具体化するのか」 

「評価をどのように授業づくりのサイクルにフィードバックするのか」という 

「授業づくりにつながる個別の指導計画の作成」と、 

「個別の指導計画につながる授業の評価」という観点から、 

授業づくりの PDCAの各段階に必要な視点や考え方を見直し、整理していくことで、 

その仕組みを明らかにした。 

「一人一人が力を発揮し、活躍する授業づくり」 

～実態把握からの目標設定と、評価のフィードバックを通して～ 

（４年次/４年研究） 

個別の指導計画 

 

 

授業 

 

 

実態把握 

評価 

授業につながる個別の指導計画の作成 

 
個別の指導計画につながる授業の評価 

「実態把握」・「目標設定」・「授業の手立て」に修正を行うフィードバック 

目標設定 
（目標・手立て） 

どのように設定するか 

どのように見取るか 

「目標の具体化」・「実態に基づいた手立て」の落とし込み 
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小学部 

修正 

年間指導目標の設

定 

情報の整理 

評価・分析 

実態把握 

行動観察 

１７点の共通項目 

発達段階 

KIDS検査 

太田ステージ検査 

困っていること 

本人が 
困っていること 

大人がこうなって

ほしいと思うこと 

よさ 

得意なこと 
 

興味関心 
 

本人の課題とその背景 

指導に活かせる「よさ」 

指導仮説 

個別の指導計画 

授業 

 

指導内容 

具体的な手立て 

子供の様子や変化 

次の課題や取組 

実態 

年間指導目標 

手立て 

形成的評価 

学習活動・支援 
子供の行動・様子 

 子供の行動・様子の背景・理由 

 目標･学習活動･手立ての見直し  

 次のステップ 

Do Check 

Action 月
ま
た
は
単
元
・題
材
ご
と
に
評
価
を
記
録 

授
業
実
践 

本人及び 

保護者の願い 

個別面談 

家庭環境調査書 年間指導目標・手立て 

指導場面

の設定 

指導場面ごとの 
総括的評価 

記録 

分析 

 実態把握では「行動観察」の 17 点の

共通項目を設定し、指導に活かせる

「よさ」や「困っていること」を整理しま

す。「よさ」は「得意なこと、興味関心」、

「困っていること」は、子供自身が困っ

ていること、大人が「こうなってほし

い」と思うことです。年間指導目標は、

「保護者の願い」や「発達段階」を参考

にしながら、「本人の課題と背景」、課

題に対して「活かせるよさ」、「指導仮

説」をまとめ、目標と手立てを考えま

す。半期の目標では、授業計画を参照

しながら、「どの場面で」「どのような指

導をするのか」、「どのような姿を目指

すのか」を具体的に考え、指導計画を

作成します。 

 評価では、指導形態ごとに、月や単

元・題材など、授業に応じたスパンで

評価します。児童の行動や様子を客観

的に記録し、その理由や背景、指導が

適切だった時は何がよかったのか、適

切でなかった時は何を修正するのか、

次の課題や取り組みはどうするか等を

分析します。総括的評価では、それら

の記録と分析をまとめます。 

 総括的評価を受け、実態の修正や目

標の見直し、手立ての具体化を行った

り、他の授業の取り組みへ活かしてい

ったりすることをフィードバックとし、

一人一人への指導が継続していけるよ

うにしました。 

Plan 
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目標設定 

(目標･手立て) 
授業 

個別の指導計画 

実態把握 

個別の指導計画 

評価 

年間指導目標 設定シート 

将来像 実態把握 年間指導目標 期待する姿 
指導仮説 

強み 弱み 

理解・行動 

人とのかかわり 
２３～25歳の 
将来を想定 

おぎなう力 

ひきあげる力 
主体的な姿・行動の基となっている力 

前・後期目標 

3つの観点 

活動場面 

いつ・どこで・だれと 

活動内容 姿 

なにを どのように 

中学部 

単元１ 単元２ 単元３ 前・後期目標 

評価を比較・分析し、前・後期評価へ 

【活動場面・内容】は単元によって大きく異なる 

学習と指導の振り返りシート 

 実態把握では、１３の共通項目を設定し、

効果的な指導・支援に必要な実態を把握し

やすくしています。年間指導目標設定シー

トを用いて、実態と生徒の「強み」から、将

来像を設定します。次に、将来像と生徒の

「弱み」をもとに、中学部卒業時に期待す

る姿と、その実現のためにどうしたらよい

かという指導仮説を立て、目標を設定しま

す。年間指導目標は「理解・行動」と「人と

のかかわり・コミュニケーション」の２つの

柱で設定します。抽象度の高い年間指導

目標を各指導形態の前・後期の目標へ具

体化するために、活動場面、活動内容、姿

の 3つの観点を用います。 

 更に段階評価基準表を用いて、単元目

標・授業目標へと具体化します。現在の姿

と、目標とする姿の間を段階化し、各段階

における指導・支援の内容を記入すること

で、一人一人に応じた個別の単元計画が

できます。 

 授業の評価には、学習と指導の振り返り

シートを使用します。このシートでは、生徒

の力の変化を見取る「学習評価」と、指導・

支援を振り返る「指導評価」を分けて考え

ています。この単元の評価の積み重ねを

比較・分析することで前・後期目標の評価

を行います。 

 個別の指導計画の評価は、次年度の実態

に反映されます。その実態に基づき、目標

設定を行う際の強みと弱みを再度分析す

ることで、年間指導目標、授業の改善に活

かされています。 

段階評価基準表 

目標を段階化 目標にあった指導・支援 

個別の単元計画表 前・後期目標から単元・授業目標へ 

１３の共通項目 
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年間指導目標設定 

ワークシート 

支援計画シート 

障害特性に応じた 

手立て 

新年度への引き継ぎ 

（新担任が作成） 
個別の指導計画 

（年間①） 
高等部 

評価分析シート 

個別の指導計画（年間②） 

における評価・分析 

支援計画シート 

個別の指導計画 

（年間①） 

年間指導目標設定 

ワークシート 

 実態把握から目標設定に関して、

本校独自のシートを活用します。実態

把握では「個別の指導計画 (年間

①)」を活用し、生徒の個人内差とし

ての「強み」・「弱み」・「配慮事項」を支

援に活かせるように記述します。適

切な支援の方法については「支援計

画シート」を活用します。学習活動に

おける「予想されるつまずきと、つま

ずきの要因」を分析し、具体的に支援

の方法を考え記述していきます。こ

れらの活用で、障害特性に着目し、適

切な支援を考えられるようにしまし

た。 

 授業・単元の評価では評価分析シ

ートを活用します。「生徒の学習到達

度をはかる学習評価」と、「支援の有

効性について検証する指導評価」を

記述します。また今後の授業や単元

に向けて、支援の方法等、引き継ぐ

べきことを記述し、フィードバックに

活かせるようにします。 

 個別の指導計画の評価を翌年の年

間指導目標の設定や支援の設定に繋

げました。授業間、単元間だけではな

く、年間に渡って PDCA サイクルを

行い、フィードバックする仕組みを築

きました。 

個別の指導計画 

（年間②） 
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１ テーマ設定の理由                                            

 

本研究のテーマは、「一人一人が力を発揮し、活躍する授業づくり」である。本校はこれまでも、

もてる力を発揮して「自立」し、社会の主体として活躍する「社会参加」ができる子供たちを育

てていくことを目指し、その「自立」と「社会参加」に必要な力をつける上で、児童生徒の主体性

の発揮を重視してきた。 

平成２２年度から平成２７年度までは、キャリア教育をテーマとした研究を行い、「将来像」*１

という全校共通のキャリア教育の視点と、「動機付け」「理解の促進」「環境設定」という「主体性

を引き出す授業改善の３つの観点」＊２を得た。 

しかし、授業における指導・支援の充実を進める一方で、児童生徒の目標や課題の設定につい

て、児童生徒の実態に即しているのか、その目標がどのような実態に基づき、どのような姿を目

指しているものなのか、実態や目標を教員間で理解することや共有することに課題が見られた。

これらの課題は、個別の指導計画における目標設定の根拠や、その目標を設定するまでの道筋が

不明確だったりすること、また、個別の指導計画と授業のつながり、授業の評価と個別の指導計

画のつながりの見えづらさが要因ではないかと考えられた。 

21 世紀は、グローバル化による多様性に加え、情報化、技術革新による大きく急速な社会の変

化を迎えており、予測が困難な時代になると言われている。そのため、子供たちには、自ら課題

を見つけ、自ら学び、自ら考え、自ら判断・行動し、よりよい社会や人生を切り拓いていく力を

身につけていくことが必要とされる。「新しい学習指導要領の考え方」（文部科学省,2017）では、

改訂の基本的な考え方として、「社会に開かれた教育課程」、「知識の理解の質をさらに高め、確か

な学力を育成」すること、「豊かな心や健やかな体を育成」することが挙げられ、そのために「知

識の理解の質を高め資質・能力を育む『主体的・対話的で深い学び』」の視点からの指導改善の必

要性を重視している。 

丹野（2017）によれば、特別支援教育における学習指導要領の改訂には「個別の指導計画の実

施状況の評価と改善を教育課程の評価と改善につなげていく側面がある」としている。特別支援

教育においては、「全体の指導計画と個別の指導計画のつながり」「教育課程の実施と学習評価」

という側面における見直しと改善が求められる。そのためには、年間指導計画と個別の指導計画

のつながりの明確化と、学習評価の見直しが喫緊の課題と言える。 

以上を踏まえ、本研究では「個別の指導計画」と「授業づくりの PDCA サイクル」に着目する。

長期的な視点である個別の教育支援計画と、短期的な視点である授業を結ぶ、中期的な視点とし

て「個別の指導計画」を捉え、実態把握から目標設定、評価とフィードバックから、授業づくり

における PDCA の仕組みを見直し・整理することで、どのような視点や考え方が必要かを明らか

にしたいと考えた。  

社会の要請に応え、子供たちがこれからもたくましく生きていく力を身につけていくために、

授業づくりの仕組みについて本研究がその一端を示すことによって、それぞれの学校の子供たち、

ひいては全国の特別支援教育の向上に資する研究になることを願い、研究テーマを「一人一人が

力を発揮し、活躍する授業づくり～実態把握からの目標設定と、評価のフィードバックを通して

～」とした。 
 

※１「将来像」…本校のキャリア教育の視点 資料 P106 を参照。 

※２「主体性を引き出す授業改善の３つの観点」…キャリア教育の研究成果 資料 P110 を参照 
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２ 研究目的                                                   

 

研究目的 
 

児童生徒一人一人が目標達成に向けて力を発揮する姿を引き出すための授業づくりの 

仕組みを示す。 
 

 本研究では、「力を発揮し、活躍する」児童生徒の姿を、「目標達成に向けて力を発揮する姿」

と捉える。「目標達成に向けて力を発揮する」と一口にいっても、その実現には、「なんのための

目標であるか」、「力を発揮できる手立てはどのようなものか」、「児童生徒がその期間内で達成可

能な内容であるか」などの目標や手立ての設定の仕方、「達成したかどうかをどう見取るのか」と

いった評価の見取り方など、様々な段階において、視点や考え方が必要である。 

本研究では、実態把握に基づいて個別の指導計画の目標を設定し、授業においてその目標を具

体化し、実態に基づいた手立てとともに授業づくりに落とし込んでいくことを「授業につながる

個別の指導計画の作成」と捉える。また授業で得られた評価から、実態把握や目標設定、授業の

手立てを補強・修正するフィードバックが行われることを「個別の指導計画につながる授業の評

価」として捉える。そして、それらのつながりの明確化をはかるために、個別の指導計画の作成

から、評価を行うまでの過程を、「実態把握」・「目標設定」・「授業」・「評価」・「評価のフィードバ

ック」という段階に分け、それぞれの段階において、どのような視点や考え方をもつことが効果

的であるかを明らかにしていく（図１）。そして、そこで得られた視点や考え方を教員間で共有す

ることで、より「目標達成に向けて力を発揮する姿」を引き出す授業づくりが行えるようになる

と考えている。そして、その視点や考え方と、それらの用い方を「授業づくりの仕組み」と捉え、

その仕組みを示すことを目的とする。 

    

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

実態把握 

個別の指導計画と授業のつながりの要素 

個別の指導計画 

 

 

授業 

 

 

実態把握 

目標設定 
（目標・手立て） 

評価 

授業につながる個別の指導計画の作成 

 

個別の指導計画につながる授業の評価 

 

図１ 個別の指導計画と授業のつながりのイメージ 

「目標の具体化」・「実態に基づいた手立て」の落とし込み 

「実態把握」・「目標設定」・「授業の手立て」に修正を行うフィードバック 
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３ 研究計画                                                                      

 

本研究では、個別の指導計画の作成から授業実践、評価の PDCA サイクルを「実態把握」・「目

標設定」・「授業」・「評価」・「評価のフィードバック」という段階に分け、各段階または各段階の

間における共通の視点や考え方を設定、見直し、整理することで授業づくりの仕組みを明らかに

していく。それぞれの段階ごとに必要となる視点や考え方等を整理し、分析と実践による妥当性

の確認を行うために、研究期間を三次４年研究とした（図２）。 

 

一次 

 

 

 

 

平成 28 年度 

（１年次） 

〇個別の指導計画における年間指導目標について、実態把握から目標設定を行うプ

ロセスの見直しや整理、共通の視点の設定を行う。 

〇設定した共通の視点等を基に、実態把握から目標設定を行い、目標の見直しや授

業実践を通して、整理や視点の設定の妥当性を検討する。 

平成 29 年度 

（２年次） 

〇個別の指導計画における年間指導目標について、前期後期目標や単元目標等への

具体化、授業への落とし込み方について、プロセスの見直しや整理、共通の視点

の設定を行う。 

〇設定した共通の視点等を基に、前期後期目標や単元目標等を設定し、授業実践を

通して、整理の仕方や視点の設定の妥当性を検討する。 

二次 

令和元年度 

（３年次） 

 

 

 

 

〇個別の指導計画における年間指導目標・前期後期目標の評価とそのフィードバックについて、

プロセスの見直しや整理、共通の視点の設定を行う。 

〇授業実践を行い、設定した共通の視点等を基に、年間指導目標や前期後期目標に関わる評価と

フィードバックを行い、整理の仕方や共通の視点の妥当性について検討する。 

三次 

令和２年度 

（４年次） 

 

 

 

 

〇実態把握から目標設定、評価とフィードバックについての整理の仕方や共通の視点に基づき、

授業づくりの PDCA サイクルを実践し、授業づくりの仕組みとなるサイクルの回し方について

妥当性を検討する。 

〇各学部の取り組みをもとに、学校としての共通の視点や整理の仕方をまとめ、児童生徒一人一

人が目標達成に向けて力を発揮する姿を引き出すための授業づくりの仕組みを示す。 

 図２ 本研究の流れ 

授業 

目標設定  

(目標･手立て)  

授業 

個別の指導計画 

実態把握 

フィードバック 

個別の指導計画 

評価
 

授業 

個別の指導計画 

実態把握 

フィードバック 

個別の指導計画 

評価 

目標設定  

(目標･手立て)  

授業 

個別の指導計画 

実態把握 

フィードバック 

個別の指導計画 

評価 

目標設定  

(目標･手立て)  
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４ 研究経過                                                                     

 

4-1 一次の取組 〜「実態把握からの目標設定」〜 

一次の取組では、「授業につながる個別の指導計画の作成」の視点から、平成 28 年度を１年次、

平成 29 年度を２年次として、実態把握に基づいた個別の指導計画の目標設定と、その目標を授業

において具体化していくための視点・考え方の整理と、新たな視点の設定を行った。 

 本研究に取り組むにあたり、実態把握から目標を設定する過程には、「考え方のばらつき」と「理

解・共有の不足」という大きく２つの課題が挙げられた。１つ目の「考え方のばらつき」は、教員

の経験の差や指導・支援の考え方の違いにより、目標を設定するまでの考え方が教員によって大

きく異なることがあるということだった。２つ目の「理解・共有の不足」は、実態把握から目標

設定に至るまでの過程が不明確だったり、目標の具体性が不十分だったりすることで、その目標

で児童生徒のどのような姿を目指しているのか、達成することが児童生徒にとってどのような意

味があるのかを教員間で理解・共有できていないことであった。 

各学部で目標設定の大まかな方針等は共有されていたが、どのような実態に基づき、どのよう

に目標設定を行うかは教員が個々に行う作業であり、その作業における考え方の道筋が共有され

づらいことが要因だと考えられた。そこで、これまでは個々で行ってきた実態把握や把握した実

態の整理の仕方、またその実態に基づいた目標設定の考え方を改めて紐解き、その考え方を共有

し、課題として挙げられている部分について改善案を検討した。 
 

 

「実態把握の方法」・「把握した実態の整理」に新しく設定した視点等 

小学部 中学部 高等部 

＜実態把握の方法＞ 

〇「よさ」と「困っていること」の視点 

〇授業場面の指導に活かせる  17 点の共通

項目 

〇発達検査 

・ＫＩＤＳ発達プロフィール 

・太田ステージ評価 

＜把握した実態を整理する視点＞ 

〇困っていることの要因を考える視点 

〇「よさ」の整理の仕方 

・手立てとして指導に活かせる「よさ」・目

標として伸ばしたい「よさ」 

＜把握した実態を整理する視点＞ 

〇「強み」と「弱み」の視点 

・「行動の基となる能力（主体的な行動の基

となる生徒の長所・特徴である力）」と、

その力を発揮するための「支援の方法と程

度」を含めて、「強み」とする。 

・「弱み」の中の将来に向けて引き上げたい

ものを「ひきあげる力」とする。 

・「弱み」の中の障害特性や環境などが要因

となり、配慮や支援が必要となるものを

「おぎなう力」とする。 

＜把握した実態を整理する視点＞ 

〇手立てに活かせる、できる条件を踏まえた

実態の記述 

〇個人内差における「強み」と「弱み」を整

理した記述 

・目標立てしない「弱み」は、健康上及び障

害特性による「配慮事項」として、分けて

記述する。 

〇「将来像」に関わる現時点での実態を、 

「できていること」と「課題」に分けて 

記述 

〇「将来像」に関わる現時点での実態から 

23～25 歳までに高める必要のある力を設

定し、さらに目標とするための優先順位を

つける。 

「目標設定の考え方」・「目標設定までの流れ」に新しく設定した視点等 

小学部 中学部 高等部 

 

〇「困っていること」の要因 

〇どのように「よさ」を活かすか 

〇目標を達成することで期待される姿 

 
 

・年間指導目標によって、伸ばしたい力を設

定する。 

・学習場面を設定する。 

・「伸ばしたい力」がぶれないように、前･後

期の目標、授業目標を設定する。 

〇「期待する姿」 

中学部卒業時、またそのために今年度末に

はこうなっていてほしいという姿の設定 

〇指導仮説 

「期待する姿」に対して、「強み」と 

「弱み」をふまえて、どのような支援をどの

程度することで、どのような力が発揮・成長

し、どのようなことができるようになるかを

考える。 

〇前・後期の目標を設定する３つの観点 

目標を明確にするための 

「活動場面」「活動内容」「姿」の具体化 

〇「23～25 歳までに高める必要のある力」を

基に長期目標を設定 

〇長期目標に基づいた年間指導目標の設定 

〇「予想されるつまずき」と「つまずきの要

因」を考え、それを踏まえた手立ての設定 

表１ 平成２８年度・２９年度の各学部の取組 
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4-2 二次の取組 〜「評価と、そのフィードバック」〜 

二次の取組では、「個別の指導計画につながる授業づくり」の視点から、授業実践の結果と個別

の指導計画の評価のつながりの明確化、またその評価を授業づくりに効果的にフィードバックす

るための評価の視点や考え方について検討した。 

まず、本校の評価に関する課題を「診断的評価」、「形成的評価」、「総括的評価」という評価の

３つの段階から整理したところ、「形成的評価と総括的評価のつながり」の課題が挙げられた。こ

れは、形成的評価の内容や方法、時期が定まっていないことがあり、どのような形成的評価を経

て総括的評価に至ったのかが不明確だったり、実態にそぐわない目標や手立てが設定されていた

場合に修正が遅れてしまったりするという問題があった。また、評価の目的から整理すると、「学

習の評価」と「指導の評価」を明確に分ける必要があると考えられた。これまでの評価の中には、

学習者である児童生徒の理解・習得の状況を見取る「学習の評価」と、教員の授業における指導

や支援、教材、提示の仕方、題材設定などを評価する「指導の評価」が混在してしまうことがあ

った。そこで、「学習の評価」と「指導の評価」を明確にし、「学習の評価」に基づいて「指導の評

価」を行うことで、児童生徒の学びの状況の捉え方と、教員の指導に関わる振り返りについて、

それぞれの評価の仕方や視点を明確にする必要があると考えた。 

そこで二次の研究では、単元や一定の期間のまとまりにおける「形成的評価」を、児童生徒の

姿からどのように見取るのか、視点や考え方を整理し、各学部の考え方や共通の視点を明らかに

した。さらに、その学習の評価や、学習の評価に基づいた指導の評価を、授業づくりや個別の指

導計画にどのようにフィードバックするとよいのかという、「フィードバックの在り方」について

分析・実践を通して検討を行った。 

 

 

小学部 中学部 高等部 

■共通の視点 

 一定期間(月)での評価の段階的な見

取り  

 使用するシート： 

 月評価  

▶成果 

(1)目標、内容、支援の手立てを再考する

機会となる。 

 

(2)実態の再確認と変容への気づき、そ

の記録に有効である。 

 

(3)目標や手立てと、授業のつながりが

強化できる。 

 

(4)教員間の共通理解に有効である。 

■共通の視点① 

  単元目標の段階化  

使用するシート： 

 学習内容段階表   

▶成果 

(1)単元計画時に、生徒の単元目標と毎

時の目標を段階的に考えることで、

適切な支援の準備に役立ち、目標達

成につながる。 

(2)毎時の目標を明確にしたことで評価

の面でも、段階的な評価基準の作成

に効果がある。 

(3)明確な学習評価は、学習の積み重ね、

発展につながる。 

 

■共通の視点② 

  UDL をベースとした指導の評価   

 使用するシート 

 指導の振り返りシート   

▶成果 

(1)具体的な支援の改善につながる。 

(2)学習評価と指導評価を分離すること

で、学習評価、指導評価それぞれの充

実が図られる。 

■共通の視点 

  形成的評価の PDCA サイクル  

 使用するシート： 

  支援援計画シート  

   評価分析シート  

▶成果 

(1)共通のシート・視点を用いることで

指導・支援の共通理解が深まり、障

害特性に応じたアプローチや実際の

指導につながる。 

 

(2)共通のシート・視点から評価を行う

ことで客観性をもった評価ができ、

検討がスムーズになる。 

 

(3)前述した(1)(2)を繰り返すことで、

生徒の実態把握がより明確になり、

支援の充実や、新たな学習場面での

予想されるつまずきやその要因を探

ることにも効果がある。 

表２ 令和元年度（平成 31年度）の各学部の取組 
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５ これまでの研究成果                                                              

 

5-1 実態把握から目標設定を行う段階に必要な視点・考え方 

これまでの研究を通して、実態把握の方法と、把握した実態をどのように整理し、どのように

年間の目標を設定するかという点について改善を図ってきた。そこで得られた成果は図３に示し

た以下の４点である。以降、（１）～（４）の内容について説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）「強み」と「弱み」の視点 

（２）道筋・根拠の明確化 

（３）複数の教員による検討と共有 

（４）目標の段階化 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 実態把握から目標設定を行う段階に必要な視点・考え方  

授業 

個別の指導計画 

実態把握 

フィードバック 

個別の指導計画 
目標設定 

(目標･手立て) 評価 

（１）「強み」と「弱み」の視点 

（３）複数の教員による検討と共有 

（２）道筋・根拠の明確化 

（４）目標の段階化 

強み 弱み 
手立てや指導に活かせる、 
または目標として伸ばしたい「よさ」 

主体性の基となっている長所特徴となる力 

「指導の手立てに活かせる実態」 

困っていたり、苦手としていたりする面 

今は弱いが伸ばしていきたい力 

支援や配慮を要する力 

実 態 目 標 
道筋の 
明確化 

共有しやすい、指導・支援を考えやすい 

目 標 実 態 ？ 

共有しづらい、指導・支援につながりづらい 

  

？ 
？ 

？ 

？ 

経験の少なさ等による 
見立ての難しさ 複数の教員による 

共通の視点からの検討と共有 

視点・考え方の違いによる 
共有の難しさ 

共有、共通理解のしやすさと、 
妥当性の高まり 

中期目標 長期目標 

単元 

６次 

単元 

評価  

規準  

評価  

規準  

評価  

規準  

評価  

規準  

評価  

規準  

５次 ４次 ３次 ２次 １次 

評価  

規準  

単元 単元 単元 単元 単元 

目標設定時 

時間の経過 
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（１） 「強み」と「弱み」 の視点  

 

 

 

 

 

 

 

 

「強み」と「弱み」の視点とは、実態把握をする際、また把握した実態を整理する際に「強み」

と「弱み」という視点からそれらを捉えることである（図４）。この２つの視点から実態を捉える

ことで、より児童生徒の実態に即した目標や課題、手立ての設定ができるようになると考えた。 

さらに、小学部では、これまで個々の教員により差が見られた実態を把握する視点・項目を揃

えるために、指導場面に活かせる行動観察の 17 の項目、太田ステージや KIDS 発達プロフィー

ル、把握した実態を整理する際に「よさ」と「困っていること」という視点を設定した。また、中

学部では、行動観察や保護者からの聞き取り、発達検査等の結果等から把握した実態を、整理す

る際の視点として、「強み」と「弱み」から捉えることで、強みを活かした目標や手立ての設定、

弱みへのアプローチの仕方を考えるようになった。高等部でも同様に、「強み」と「弱み」、「配慮

事項」という視点から実態の整理を行うこととした。 

本研究における「強み」とは、児童生徒の個人内差について、小学部では手立てや指導に活か

せる、または目標として伸ばしたい「よさ」、中学部では、「主体性を発揮している姿の基となっ

ている長所・特徴となる力」、高等部では、「指導の手立てに活かせる実態」を意味している。 

また「弱み」とは、児童生徒の個人内差において、困っていたり苦手としていたりする面を意

味し、さらにその「弱み」について要因を分析することで、指導して伸ばしていく力と、支援や

配慮を要する力に分けて考えていくことが重要であると考えられた。 

また、「強み」と「弱み」は表裏一体であることもあり、その力や特徴の見取りとともに、どの

ような支援や場面、相手等においてその力が発揮されるのか、具体的な状況と合わせて整理する

ことで、その後の目標設定や手立ての設定に有効だと考えられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

強み 弱み 

小学部…手立てや指導に活かせる、 

または目標として伸ばしたい「よさ」 

中学部…「主体性を発揮している姿の 

基となっている長所・特徴となる力」 

高等部…「指導の手立てに活かせる実態」 

 困っていたり苦手としていたりする面 

今は弱いが指導して伸ばしていきたい力 

支援や配慮を要する力 

図４ 「強み」と「弱み」 
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（２）道筋、根拠の明確化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道筋・根拠の明確化とは、目標を設定する際に、どのような実態に対して、どのような指導・

支援を行い、どのような児童生徒の姿を目指そうと考えたのかを明確にすることで、その目標の

検討・共有がしやすくなると考えたものである（図５）。 

具体的には、実態把握から目標を設定する流れにおいて、把握した実態を整理し、その実態に

基づいてどのように目標を考えたのか、道筋や根拠を明文化・明確化する過程を加えた。小学部

では、「困っている要因」「どのようによさを活かすか」「期待される姿」を、中学部では「期待す

る姿」と「指導仮説」を、高等部では「将来像を実現するために 23～25 歳までに高める必要のあ

る力」を明文化することで、どのような実態に対してどのような指導・支援を行い、どのような

児童生徒の姿を目指そうと考えたのかを明確にする。 

これらの過程を、ワークシート等を用いて明文化することで、目標設定の道筋と根拠が明確に

なり、教員間、教員・保護者間で目指す姿の共有を容易にする。そして目標を共有することで、

個別の指導計画における実態や目標が、実際の授業における学習課題や活動の設定、指導・支援

につながり、その内容を教員が考えやすくなるのではないかと考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実態から目標に至る過程が不明確 目標の根拠が不明確 

目標の根拠が明確 

実 態 目 標 
目標設定の 

道筋の明確化 

目標設定の理由が明確 共有しやすい、指導・支援を考えやすい 

図５ 目標設定の明確化のイメージ 

目 標 実 態 

？ 

？ ？ 

共有しづらい、指導・支援につながりづらい 

 

？ 
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（３）複数の教員による検討と共有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 複数の教員による検討と共有とは、一人の主観で判断するのではなく、複数の主観を集めるこ

とで客観性を高め、より妥当な実態把握や目標設定が行えると考えたものである（図６）。 

目標設定までの道筋や根拠の明確化により、目標の共有はしやすくなるが、その実態の捉え方

や目標設定の妥当性を高めるには、それだけでは不十分である。実態把握や目標設定を行うのは

各教員であり、教員一人一人がそれぞれ異なった経験や考え方をもっている以上、実態把握や目

標設定までの道のりには違いが生まれたり、経験の少ない教員にとっては自分の見立てに自信が

もてなかったりすることもあるだろう。 

そこで、それぞれの学部が、目標設定の流れを学部ごとに共通のワークシート等を用いて明確

化し、学部内で検討・共有を行った。このように複数の教員が、共通の視点から実態や目標を検

討・共有する過程を目標設定の流れに加えることで、一人の主観で判断するのではなく、複数の

主観の集まりから客観性を高め、より妥当性の高い実態把握や目標設定が行えると考えられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

？ 

図６ 共通の視点からの複数の教員による検討と共有イメージ 

経験の少なさ等による 

見立ての難しさ 
複数の教員による 

共通の視点からの検討と共有 

視点・考え方の違いによる 

共有の難しさ 

共有、共通理解のしやすさと、 

妥当性の高まり 
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（４）目標の段階化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標の段階化は、最終的に目指す姿までどのような段階を経るだろうか、どれくらいの期間を

かけて、どのような順を追ってその姿に迫ればよいだろうか、というように目標を段階的に考え

ることである（図７）。 

これは、後述する評価の考察から得られたもので、評価方法、評価スパンを明確にし、形成的

評価を計画的に行うには、目標を設定する時点で、目指す姿に至る過程を具体的に段階化してお

く必要があると考えられた。どのぐらいの期間でどのような姿を目指すのかを具体的にすること

で、月や単元等の途中でも目標自体の妥当性の検討や、その目標に迫る手立ての見直しが容易に

なる。そして、どのような姿が見られれば、この段階で求められる姿を達成しているといえるの

か、という「評価基準」の具体化にも有効であると考えられた。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 目標の段階化のイメージ 

中期目標 長期目標 

単元 

６次 
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規準 
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評価 
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５次 ４次 ３次 ２次 １次 

評価 
規準 

単元 単元 単元 単元 単元 
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時間の経過 



研究概要 

- 15 - 

 

5-２ 評価とそのフィードバックを行う段階に必要な視点・考え方 

「評価」と「フィードバック」の過程では、図８で示した以下の４点を踏まえて形成的評価を

積み重ねていくことで、実態や目標の見直し、適切な課題や学習内容の設定、支援の充実が図ら

れ、評価の過程が明確になると考える。以降、（１）～（４）の内容について説明する。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）形成的評価の積み重ね方 

（２）評価方法と評価のスパンの選択 

（３）評価基準の明確化 

（４）指導の評価の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ 評価とそのフィードバックを行う段階に必要な視点・考え方 
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（１）形成的評価の積み重ね方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

形成的評価の積み重ねとは、形成的評価について統一された視点をもつことで、その評価に至

った過程が明確になり、評価について検討・共有しやすくなると考えたものである。 

「評価」においては、「総括的評価とは、形成的評価の積み重ねである」ことを確認し、どのよ

うに形成的評価を積み重ねるかを共有していくことが重要である。一般的に、個別の指導計画に

記載されるのは学期末や年度末の総括的評価である。それに対して、ある時点の児童生徒の達成

度を測り、学習途上におけるつまずきや児童生徒の力の伸びを見取るのが形成的評価である。こ

の形成的評価の積み重ねが総括的評価へとつながる。 

本研究では、形成的評価を、小学部では「月、または単元ごとの評価」、中学部では「学習内容

段階表」、高等部では「評価・分析シート」という形で、月や単元等のまとまりにおいてその積み

重ね方を明確にした。 

形成的評価の積み重ね方を明確にする上で重要な点は、計画的な評価の実施と共通の視点・観

点に基づいた評価である。形成的評価を行う時期を計画的に位置付けることは、段階化した目標

の到達度を測るために必要である。さらに、想定していた達成度と児童生徒の実際の姿を比較す

ることで、月や単元等の途中でも目標自体の妥当性の検討や、その目標に迫る手立ての見直しを

行うことを容易にする。また、これまで教員が個々に行ってきた形成的評価の記録を、同じ視点・

観点・フォーマットで行うことも重要である。評価の基となった姿の捉え方について、どのくら

いの頻度でその姿が見られたのか、本当にその姿で目標を達成したと言えるのか、どのような段

階を経てその目標を達成することができたのか等、統一された視点からその評価に至った過程を

共有することで、評価の内容についても検討しやすくなる。図９に、年間の目標が形成的評価を

経て、総括的評価へとつながるイメージを示した。 

図９ 総括的評価に至る「形成的評価の積み重ね方」のイメージ（単元の積み重ねの例） 

個別の指導計画 個別の指導計画 

単元計画 
単元計画 

個別の指導計画 

単元の形成的評価 年間の総括的評価 

単元 

単元の評価 

本時の評価 

単元目標 
年間の評価 

単元の評価 
年間指導目標 

前・後期目標 

前・後期の評価 

学期の総括的評価 

（年間の形成的評価） 

本時の目標 
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（２）評価方法と評価のスパンの選択 

 評価方法と評価スパンの選択は、児童生徒の力の伸びをどのように捉えるか、どのくらいの期

間を必要とするのかを明確にするために、指導形態や授業内容に適した評価方法や評価のスパン

を選択することが重要であると考えたものである。 

形成的評価では、その指導形態や授業内容に適した評価の方法や評価のスパンを選択すること

が重要である。昨年度小学部が実践していた月ごとに行う形成的評価は、日常生活の指導のよう

に取組が毎日の日課の中に位置付けられる学習の見取りとしては効果的である。また、単元ごと

に活動内容が違う生活単元学習のような指導形態では、中学部の学習内容段階表は、単元全体を

見通した計画立て・評価として効果的である。高等部の「支援計画シート」と「評価分析シート」

は、異なる指導形態間でも、ねらいとする内容が同じであれば、前授業で得られた生徒の実態や

支援方法を次の授業づくりへとつなげやすくする。 

 このように、形成的評価では、単に経過を記録するのではなく、児童生徒の力の伸びをどのよ

うに捉えるか、目標を達成するまでにどのくらいの期間を想定するのかを明確にしておかなけれ

ば、望まれる効果が得られない。 

 そのため、評価計画において、評価方法、評価規準・基準、評価期間をより具体的にしておく

ことが必要である。さらに、その指導形態・授業内容について、どのような評価の方法が有効で

あり、どのくらいの期間を想定するのか、「評価方法」と「評価のスパン」を明確にした形成的評

価を計画的に位置付けることが重要である。 

 

（３）評価規準・基準の明確化 

評価規準・基準の明確化は、評価規準・基準の設定の根拠を明確にすることで、単元や一定の

期間内でどのような姿を目指すのかを共有しやすくなり、目指す姿に対する児童生徒の段階を形

成的評価として捉えやすくなると考えたものである。 

「評価規準」は、教員が児童生徒に対して、単元、または一定の期間内で、中・長期的な目標に

対してどの程度の進行を期待しているか、どの程度の学びをもとに次の段階へと進むのかを考え、

設定するものである。総括的評価に対する形成的評価を適切に行うことで、「１年間で目指す姿に

対して児童生徒の今の段階はどこなのか」が明らかになり、その単元や一定の期間内でどのよう

な姿を目指すのか、評価規準の内容や設定の根拠が明確になる。評価規準が明確になれば、単元

や一定の期間内でその目標に対してどのような段階を経ることが想定されるのか教員間での共

有・検討がしやすくなる。 

評価規準が明確化されることで、「評価基準」についても目標の内容に合わせた見取り方を選択

することができる。図 10 で示したのは、「目指す姿がより多くの場面で見られるようにしていく」

という般化をねらいとした目標に対する評価の見取り方のモデルである。ある単元で設定した場

面において、その姿が発現されるような授業づくりを行い、また他の単元で別の場面での発現を

促す。その積み重ねにより、最終的に目標とする場面の広がりを目指す。図 11 で示したのは、「目

指す行動やその結果について、数量や質を増加させていく」という内容の目標に対する評価の見
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取り方のモデルである。単元を重ねる中で、目指す行動やその結果が段階的に増えるように授業

づくりを行い、その数量や質の増加からその目標に対する評価を行う。目標とする姿の内容に応

じて、その見取り方も変えていく必要があり、目標とする姿と、そこに至るまでの過程が明確に

なれば、評価の方法も自ずと見えてくるだろう。評価規準・基準を明確にすることで、単元・授

業内で児童生徒がどのように学び、その学びをどのように見取るのかという視点を教員間で共有

することができるようになると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１１ 評価の見取り方 数量・質の増加から見取るモデルの例 

図１０ 評価の見取り方 場面の増加から見取るモデルの例 

目標設定時の状況 現在の状況 目標 

その姿が見られる場面 

ある単元で目標とする場面 
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目標とする場面の広がり 

時間の経過 

 Ｖ 

目標設定時の状況 現在の状況 目標 

ある単元で目標とする数量・質 

ある単元で目標とする数量・質 数
量
・質
の
増
加
・向
上 

時間の経過 
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（４）学習評価・指導の評価の視点 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習評価・指導の評価の視点は、児童生徒の学習の状況を評価する「学習の評価」と、その学

習状況の評価をもとに指導を評価する「指導の評価」の視点をもつことで、学習評価に基づいた

指導の評価を行うことができると考えたものである。 

授業の評価においては、児童生徒の学習の目標を明確にし、その学習の状況を評価する「学習

の評価」と、その学習状況の評価をもとに指導の評価を行う「指導の評価」の視点をもつことが

重要だと考えられる。中学部・高等部の研究では、評価を行う際に、生徒の学習状況についての

評価と教員の指導についての評価が混在してしまったり、生徒の学びの成果であったのか教員の

支援がより適切に行われた結果だったのかがはっきりしなかったりすることが課題として挙げら

れていた。これは、児童生徒の目標がどのような内容で、その学習内容に対してどこまでを支援

とするのかが明確でないことが理由の１つと考えられた。 

そこで、学習状況の評価と指導の評価の関係性と順番を明確にすることで、児童生徒の学びを

的確に捉え、またその学びに基づき、どのような指導・支援が有効であったかを明らかにして、

共通理解することで、より一層指導の改善を図ることができるだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１２ 学習の評価と指導の評価の流れ 

評価 
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評価基準を明確にする 

児童生徒の姿 
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６ 今年度の取組                                                 

 

６-１ 成果を踏まえた授業作りの PDCAサイクルにおける実践 

今年度の三次の取組では、実態把握からの目標設定、評価とフィードバックにおける、一次・

二次で得られた成果を踏まえ、共通の視点に基づいた実態把握からの目標設定・評価とフィード

バックを取り入れた授業実践を行い、視点や考え方の妥当性を検証するとともに、課題点の改善

に取り組んだ。それぞれの学部が、実態把握、目標設定、評価、フィードバックの各段階で課題

としていた部分に、視点や考え方の見直し・整理を行い、それらを共通して行えるようにワーク

シート等を用いることで改善を図った。 

小学部では、実態把握にフォーマルアセスメントや行動観察の共通の視点を加え、また把握し

た実態の整理の仕方を見直し、年間指導目標から各指導場面の具体的な目標を考える仕組みに改

善を図っている。評価の段階では、月ごと、単元ごとなどの評価のスパンの見直しや、評価の分

析の視点を見直した。中学部は、実態把握・目標設定の道筋を明確にするために、目標設定のた

めのワークシートの内容や運用方法を見直した。また、年間の目標を前期・後期の目標へ具体化

する際の観点や、単元・授業の目標を段階化し、形成的評価を行うワークシートを活用している。

高等部は、実態を把握する際の視点や記述の仕方を見直し、年間指導目標を設定する際に使用す

るワークシートの視点の見直し・整理を行い、障害特性に応じた支援を考える支援計画シート、

また形成的評価を計画的に行う評価分析シートを用いて、評価の見直しを行った。 

各学部の研究の詳細、実践については以降の章をご覧いただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１３ 三次の取組 

実態把握の視点・実態の整理の仕方 
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6-2 今年度の指導者 

 

 

6-３ 今年度の研究活動の経過 

月 研究に関する主な活動 

５ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

 

12 

１ 

 

 

 

２ 

３ 

〇第１回 研究会議：研究方針、今年度の研究についての確認 

〇第２回 研究会議：研究協議会の開催方法に関する提案・検討  

〇第３回 研究会議：各学部の研究の取組について中間報告 

〇外部指導者による学部研究指導 

 小学部指導者 名越 斉子 様（埼玉大学） 

 中学部指導者 山中 冴子 様（埼玉大学）、長江 清和 様（埼玉大学） 

 高等部指導者 葉石 光一 様（埼玉大学）、櫻井 康博 様（埼玉大学） 

〇第４回 研究会議：各学部の実践報告 

〇外部指導者による学部研究指導 

 小学部指導者 名越 斉子 様（埼玉大学） 

 中学部指導者 山中 冴子 様（埼玉大学）、長江 清和 様（埼玉大学） 

 高等部指導者 葉石 光一 様（埼玉大学）、櫻井 康博 様（埼玉大学） 

〇「第 49 回 特別支援教育研究協議会」オンライン開催 

〇「研究集録第 4８号」発行及び配付 

〇第５回 研究会議：今年度の研究のまとめと来年度の方向性の提案・検討 

 

 

 

 

 

 

 

小学部 埼玉大学教育学部 特別支援教育講座 教授  名越 斉子 様 

中学部 
埼玉大学教育学部 附属教育実践総合センター  教授  長江 清和 様 

埼玉大学教育学部 特別支援教育講座 准教授  山中 冴子 様 

高等部 
埼玉大学教育学部 附属教育実践総合センター  教授  櫻井 康博 様 

埼玉大学教育学部 特別支援教育講座 教授  葉石 光一 様 
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＜参考資料： 本校の個別の指導計画について＞ 

 本校の個別の指導計画は、平成 25 年度まで各学部でそれぞれ独自の書式を用いていた。しか

し、学校教育目標の具現化と 12 年間の一貫教育の確立に向けて、教員間の共有のしやすさ、また

読み手である保護者にとってのわかりやすさを念頭におき、全校で P23～25 に示した本校独自の

書式を使用している。 

「個別の指導計画 年間①」は児童生徒の現在の状況、実態を自立活動の６区分を観点として記

載する。「個別の指導計画 年間②」には年間指導目標とそのための手立てを設定し、年度末に評

価・分析を行う。「個別の指導計画 前期・後期」では、前期・後期について、年間指導目標を各指

導形態においてどのように目指すかを具体的な目標として記載し、学期末に評価・分析を行う。 

年間指導目標の設定にあたっては、前研究の成果を取り入れ、実態の整理の仕方や目標設定の

考え方等に各学部段階における「将来像作成の観点」を取り入れている。 
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 参考資料-1 本校の個別の指導計画書式・年間計画① 

自立活動の６区分

27項目に着目した

実態把握 

個別の教育支援計画との

連携 
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参考資料-２ 本校の個別の指導計画書式・年間計画② 

自立活動の視点を 

含めた年間指導目標 
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参考資料-３ 本校の個別の指導計画書式・前期計画（抜粋） 


